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あしび開所4 年目にしてようやく定員の20 名になりました。 

入院していた仲間たちも徐々に戻ってきており、ますますあしびがにぎやかになりそうです。 

 

 

 

 

  

10 月 19 日(月) あしび運営協議会をあしびホールにて開催 

しました。17 年度開所以来、年２回関係機関やボランティア 

グループ、民生委員など地域の方にも参加していただきあしびの               

利用状況、事業内容等を報告し運営に関する全般について検討し意見や情報交換を通して、円滑な運営を実

現するために開催されています。 

今回はあしびの現状報告に対しての質問や、政権交代の中での自立支援法新体系事業サービスへの移行に

対する貴重な意見、情報を頂きました。今後、福祉課からの参加をいただき移行準備コア会議の再開催も確認

しました。また、ひまわりさんからは現在の料理教室への参加だけでなく新たにもう少しお手伝いが出来ない

か？と言うありがたいお話しもありました。あしびのご利用者が地域住人の一人として暮らせていけるように支

援を頂くためにも今後もあしび運営協議会は続けていきたいと思っています。 

 

 
 
                      
 
                      
 
 
 
 
 
 

個別支援計画ってな～に？ 

あしびでは利用者の皆さんの想いに添えるような支援をする為に、担当スタッ

フがひとりひとりとお話をし、一緒に目標を決めます。その目標に近づけるよ

うにと計画を立てますが、その方の日々の生活の中で行う私達のちょっとした

お手伝いが計画内容になっています。始めはあまり難しいことは考えず出来る

事を 1づつ増やしていく事で自信をつけて貰えるような個別支援計画にしてい

きたいと思っています。 
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 第４回目の共和病院「てんてん祭」であしびはわたがし屋さんをしました。無料と言う事もあり、開

店と同時に行列が出来る人気でした。最初は上手く作れなかった綿菓子が、だんだん上手くなると、と

ても作るのが楽しくなりました。利用者の皆も来年も機会があればやりたいと言っていました。 

    
 

「てんてんまつり」の感想            

＜カラオケに出場して＞   

私はあしびで自立が出来て良かった。 

  あしびの綿菓子の手伝いもしました。デイケアのカラオケで  

  多目的ホールにて「見上げてごらん夜の星を」をうたいました。最後に 

  入院患者さんに「ゆっくり休養して退院し、頑張って下さい」と伝えました。（Ｅ．Ｙ） 

                                                 
＜詩吟を歌って＞ 

 私は詩吟と言うものを知りませんでした。 

デイケアで教わるうちに詩吟は私に合い       

 毎日、鼻歌でも歌う位好きになりました。 

 詩吟に出会えて良かったです。（Ｋ．Ｙ） 

 

 

 
                   

    
 

上手だね～    はい、どうぞ みんなで大忙し！ 

 堂々と歌えました 

 

和楽会「昇」 

すごい迫力で 

かっこよかったね！ 

<わたがしを作って> 

 最初は、上手に作れなかったけど 

 だんだん上達した様に思う。 

 母も喜んで食べてくれて 

 とてもうれしかった。（Ｋ．Ｉ） 

  インタビューでドキドキ 
大きいの作るから 
  待っててね！！ 

エンゼルトランペット咲いて

ます！ 

今後の予定 

11 月 21 日 料理教室(今回はきのこづくしです) 

11 月 26 日 インフルエンザワクチン 

12 月 9 日  防災訓練(地震想定) 

12 月 19 日 クリスマス会 


